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水田27●Iを 経営 している、秋田

谷長一郎 さん (相内 )の 水田では、

5月 12日 、家族総出での田植作業

を行っていました。この I]は 、晴天

に恵まれ、まさに田植日より。長男

の和智さんが運転する 8条植え 。日|

植機はフル回転。作業 も順調に進ん

でいました。

和智さんは「田植えは、始まった

ばか り、まだまだこれから」 と、作

業に精をだしていました。

家族総出の

″櫃え昨業
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市浦小学校開校

児
童
‐５７
人

・
先
生
１７
人
で
ス
タ
ー
ト

手
渡
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
＞
１５７
人
の
児
童
で
ス
タ
ー
ト

▲「たのしい学校にしましょう」
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ふるさと市浦の
思い出話しに花を咲かせる

平
成
七
年
度
に
結
成
さ
れ
た
関
東
地
区
ふ
る
さ
と
市
浦
会
総
会

（交
流
会
）
が
五
月
十
三
日
、
東
京
都
中
野
区

『中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
』

に
お
い
て
百
五
人
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
に
嗚
海
正
毅
さ
ん
を
澤
出

総
会
で
は
主
催
者
の
葛
西
会
長
が
、

「今
ま
で
地
元
市
浦
で
の
三
度
の
交

流
会
の
参
加
や
市
浦
キ
ッ
ズ
の
協
力

な
ど
会
員
の
交
流
を
深
め
て
き
た
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
市
浦
村

か
ら
駆
け
つ
け
た
、
高
松
村
長
か
ら

は
今
年
の
村
政
運
営
の
方
針
と
し
て
、

「時
代
が
変
わ
り

″心
の
変
革
を
求

め
る
年
″
と
位
置
づ
け
て
い
る
．
ま

た
四
月
か
ら
各
小
学
校
が
統
合
し
、

市
浦
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
旧

脇
元
小
学
校
は
金
木
高
校
市
浦
分
校

に
利
用
す
る
ほ
か
脇
元
地
区
に
民
間

に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
建

設
さ
れ
る
．
七
月
十
八
日
か
ら
五
日

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
」
な
ど
市

浦
村
の
近
況
を
紹
介
し
ま
し
た
こヽ

次
に
東
京
青
森
県
人
会
長
の
鳥
谷

部
氏
が
満
員
と
な
っ
て
い
る
会
場
に

驚
い
た
様
子
で

「村
長
が
激
励
に
来

て
い
る
ぃ
市
浦
会
の
発
展
は
青
森
県

人
会
の
発
展
に
つ
な
が
る
、
市
浦
会

の
原
動
力
は
何
か
勉
強
し
て
い
き
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
報
告
第

百
万
　
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告

報
告
第
二
号
　
監
査
報
告
　
報
告
第

長

長会

会

副

ふるさと市浦会新役員
鳴海 正毅 t新 副会長より)
鳴海 憲也 (再 )
蒔田 道則 (再 )

山田 敏行 (再 )
矢尾 彰子 (再 )
本荘 完一 (新・監事より,

理  事 葛西 邦夫 (再
'

″  高橋てい子 (再 1

″  成田 敏明 (再 )

″  青山  力 (新 )

″  三上 春男 (新
'″  小田桐達也 (新 )

監  事 志田 由江 (再 )
″  浜田  司 (新・理事より

'事務局長 伊南 喜仁 (再 )

顧  間 葛西  孝
″  成田 文忠

▲久 しぶりにあう参加者のみなさん
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観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来

中
の
島
プ
リ
ツ
ジ
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

四
月
二
十
八
日
、
十
三
湖
中
の
島

プ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
で
今
シ
ー
ズ
ン
の

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
中

の
島
プ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
の
象
徴
で
も

あ
る
遊
歩
道
橋
で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
観
光
関
係
者
、
ア
ト
ム

保
育
園
児
、
市
浦
小

・
中
学
校
の
児

童
生
徒
代
表
ら
四
十
人
が
出
席
し
、

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。
始
め
に

高
松
村
長
が

「中
の
島
プ
リ
ッ
ジ
パ

ー
ク
は
、
市
浦
村
の
観
光
の
拠
点
で

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
っ
。
オ
ー
プ
ン
初
日

の
第

一
号
の
観
光
客
と
な
っ
た
福
島

県
の
斉
藤
さ
ん
夫
妻
に

「十
三
の
砂

山
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
き
ヒ
バ
製
写
真
立

て
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

卜
も
行
わ
れ
、
高
松
村
長
、
ア
ト
ム

保
育
園
児
、
市
浦
小

・
中
学
校
生
徒

ら
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
い
れ
ま
し

と
も
あ
り
、
遊
歩
道
橋
は
三
百
個
の

風
船
で
飾
ら
れ
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
、
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
や
歴

史
民
俗
資
料
館
が
無
料
で
開
放
さ
れ
、

水
上
ス
テ
ー
ジ
で
は

「ダ
ル
マ
落
と

し
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
プ

リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
は
、
た
く
さ
ん
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

＞
だ
る
ま
落
と
し
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

．役
場
前
に
奉
仕
と
友
愛
の
増
を
建
立

．　
　
　
．　
　
　
　
市
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（小
山
　
　
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

（活
動
）
記

内
千
津
子
会
長

・
会
員
二
十
四
人
）
　

念
と
し
て
、
役
場
前
に

「奉
仕
と
友

で
は
、
今
年
で
設
立
十
周
年
を
迎
え
　
　
愛
の
塔
」
を
建
立
し
寄
贈
し
た
。

ジ
ヨ
ン
先
生
の
誕
生
一日
に
追
悼
植
樹

県
内
の
英
語
指
導
助
手
た
ち

五
月
十
三
日
、
昨
年
十

一
月
に
不
　
　
分
校
で
英
語
を
指
導
。
園
児
や
生
徒

慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
、
英
語
助
　
　
ら
に

「ジ
ョ
ン
先
生
」
と
呼
ば
れ
、

手
の
ジ
ョ
ン
ロ
ー
レ
ン
ス
先
生
を
し
　
　
み
ん
な
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
び
、
県
内
の
英
語
指
導
助
手
や
友
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
昨
年
十

一
月
に
友
人

人
た
ち
、
市
浦
中
学
校
生
徒
会
関
係
　
　
の
誕
生
日
に
参
加
し
て
い
た
、
平
内

の
生
徒
ら
が
、
市
浦
中
敷
地
内
に
ジ
　
　
町
で
交
通
事
故
に
遭
い
そ
の
ま
ま
息

ョ
ン
先
生
の
出
身
国
、
カ
ナ
ダ
の
シ
　
　
を
引
き
取
っ
た
。

ン
ボ
ル
で
も
あ
る

「カ
エ
デ
」
の
木
　
　
　
市
浦
村
で
の
活
動
は
、
わ
ず
か
四

を
植
樹
し
た
。
こ
の
日
は
、
ジ
ョ
ン
　
　
カ
月
だ
っ
た
。
追
悼
植
樹
は
、
県
内

先
生
の
誕
生
日
で
も
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
の
英
語
指
導
助
手
の
仲
間
た
ち
が
提

ジ
ョ
ン
先
生
は
、
昨
年
七
月
に
市
　
　
案
し
た
も
の
。

浦
村
に
赴
任
し
、
ア
ト
ム
保
育
園
や
、　
　
　
追
悼
植
樹
で
は
、
参
加
者
全
員
が

村
内
小

・
中
学
校
、
金
木
高

・
相
内
　
　
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
市
浦
中
生
徒
会

奉
仕
と
友
愛
の
塔
は
、
ヒ
バ
の
樹

木
に
時
計
が
付
い
た
も
の
で
、
建
立

費
は
百
五
十
万
円
。
ク
ラ
ブ
設
立
十

周
年
を
迎
え
た
四
月
十
五
日
に
完
成

小
山
内
会
長
は

「
二
十

一
世
紀
の

節
目
の
年
に
ク
ラ
ブ
も
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
奉
仕
で
き
る
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
し
ま
し
た
。

市
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
海
岸
清
掃
や
管
内
小
学

校
の
新
入
生
全
員
に
交
通
事
故
防
止

の

「黄
色
い
帽
子
」
を
贈
る
奉
仕
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

く
市
浦
中
生
徒
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た

長
の
岡
実
君
が

「木
は
私
た
ち
と

一

緒
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
高
さ
二

・
五
メ
ー
ト

ル
の
カ
エ
デ
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

▲第 1号観光客に記念品が贈 られました。

▲建立された「奉仕と友愛の塔」
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訓
練
の
成
果
を
発
揮

市
浦
村
消
防
団
第
３
分
団
（十
三
）
が
優
勝

平
成
１３
年
度

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会

定
期
連
合
観
閲
式

金
木
町
、
中
里
町
、
小
泊
村
、
市
　
　
敢
、
確
実
な
消
防
団
運
営
と
災
害
対

浦
村
の
二
町
二
村
で
構
成
さ
れ
て
い
　
　
策
に
万
全
を
期
し
、
併
せ
て
消
防
団

る
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
の
　
　
員
相
互
の
親
和
協
調
を
図
り
、
強
力

定
期
連
絡
観
閲
式
が
五
月
三
日
、
金
　
　
な
消
防
体
制
の
確
立
を
目
的
に
実
施

木
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ノ
ア
で
行
わ
れ
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
で
は
、
出
場
分
団
全
二
十
九
分

こ
の
観
閲
式
は
、
二
町
二
村
の
消
　
　
団
の
人
員
姿
勢
服
装
点
検
、
分
裂
状

防
団
員
の
規
律
と
服
装
、
機
械
器
具
　
　
況
を
対
象
と
し
た
審
査
が
行
わ
れ
市

操
作
を
観
閲
、
点
検
し
、
迅
速
、
果
　
　
浦
村
消
防
団
第
三
分
団

（十
三
）
が

工
事
の
安
全
を
祈
願

相
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

相

内

地

区

ほ

場

整

備

工
事

四
月
十
七
日
に
相
内
浄
化
セ
ン
タ
　

　

し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
］

―
の
工
事
安
全
祈
願
祭
が
、
四
月
十
　
　
　
相
内
地
区
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
同

九
日
に
相
内
地
区
ほ
場
整
備
工
事
の
　

　

地
区
の
下
水
道

の
最
終
処
理
を
行
う

安
全
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
高
松
　

　

施
設
で
、
最
新
型

の
浄
化
機
器
が
整

村
長
を
は
じ
め
工
事
関
係
者
が
出
席

　

　

備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
――
、
実

(5 広■ιチ4多

見
事
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

十
三
地
区
緑
地
広
場

施
設
（公
園
）
が
完
成

十
三
地
区
で
は
、
平
成
八
年
度
　
　
集
し
て
い
ま
す
．
愛
称
の
応
募
は

か
ら
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
を
　
　
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
お
願
い
し

進
め
て
お
り
、
平
成
十

一
年
十

一　
　
ま
す
。

月
、
漁
業
集
落
排
水
施
設

一下
水
　
　
▼
愛
称
の
送
付
先

道
）
が
完
成
し
、
供
用
開
始
し
た
　
　
　
役
場
建
設
課

こ
と
に
引
き
続
き
、
今
年
二
月
に
、　
　
　
　
　
８
六
二
―
二
一
一
一

十
三
地
区
ほ
ぼ
中

央
、
十
三
公
民
館

の
北
側
に
緑
地
広

場
施
設
が
完
成
し
、
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市
浦
の
案
内
を

一
冊
に

ガ
イ
ド
付
き
「電
話
帳
」発
行

村
商
工
会
青
年
部

（成
田
武
司
部
長
）
は
、
四
年
に

一
回
発
行
し
て
い

る
、
村
内
電
話
早
見
表
を
更
新
し
ま
し
た
。

今
回
発
行
さ
れ
た
電
話
帳
は
、
市
浦
村
の
観
光
名
所
や
遺
跡
な
ど
を

Ｑ
＆
Ａ
式
で
解
説
し
、
住
民
が
だ
れ
で
も
村
内
の
案
内
が
で
き
る
ガ
イ
ド

付
き
電
話
帳
と
な

っ
て
お
り
、
村
内
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

一
冊

の
本
と
し
て
電
話
帳
作
成

雲

章

部
製

成

田

武

司

福
祉
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
四
年

に

一
度
制
作
し
て
い
る
市
浦
付
電
話

早
見
表
二
〇
〇

一
年
度
版
が
完
成
い

四
年
前
に
作
っ
た
冠
婚
葬
祭
豆
知

識
は
、
電
話
帳
と
い
う
よ
り

一
冊
の

本
と
い
う
感
じ
で
村
民
に
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
観
光
客
の
方
々

に
市
浦
村
の
史
跡
、
遺
跡
、
寺
社
な

レ
完
成
し
た
「
ガ
イ
ド
」
付
き
電
話
帳

ど
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
る
よ
う

に

「だ
れ
で
も
案
内
で
き
る
市
浦
ぐ

る
っ
と
ガ
イ
ド
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
、
親
戚
な
ど
改
め
て

自
分
の
住
ん
で
い
る
村
の
自
慢
や
、

思
い
を
語
り
合
え
る

．
冊
で
あ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

今
回
も
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご
協
力
も

あ
り
、
村
民
の
少
し
で
も
力
に
な
れ

ば
と
、　
一
千
部
作
成
し
無
料
で
各
家

庭
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
電
話
帳
そ
の
も
の
が
高
価
な
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
使
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

「た
だ
住
む
だ
け
の
村
で
は
な
く

自
分
た
ち
が
築
い
た
村
に
自
分
た
ち

が
住
む
」
を
合
言
葉
に
青
年
部
が
村

の
中
核
と
な
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
電
話
帳
作
成
に
ご
協
力
を □

び
に
広
告
三
ご
理
解
、
二
指
導

い
た

た
き
ま
し
た
関
係
者
つ
皆
様

に
し、
か

ま
た
、
市
浦
村
管
内
電
話
帳
に
訂

正
が
ご
ざ

い
ま

す

関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
．

社
団
法
人
日
本
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
と
、
全
日
本
民
踊
指
導
者
連
盟

が
主
催
す
る

「
ふ
る
里
の
民
踊
」
に
、

相
内
の
坊
様
踊
り
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
、
同
連
盟
か
ら
選
ば
れ
た
の

は
、
全
国
十
箇
所
の
踊
り
で
、
そ
の

中
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
民
踊
は
、
同
連
盟
が

青
少
年
の
健
全
育
成
と
生
涯
学
習
の

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
日
的
に
、

毎
年
全
国
各
地
か
ら
踊
り
を
選
定
し

ビ
デ
オ
化
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

作
の
た
め
当
村
か
ら
、
相
内
芸
能
保

存
会
の
メ
ン
バ
ー
四
人
が
東
京
都
の

日
本
コ
ロ
ン
ピ
７
に
出
同
い
て
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

出
演
し
た
、
佐
藤
ヤ
イ
さ
ん
（相
内
）

は
、
「緊
張
し
た
が
、
踊
り
の
出
来
は

最
高
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ふ

る
さ
と

の
民
踊

に
選
定
さ
れ

る

相
内
の
坊
様
踊
り

■ 電話早見表正誤表

佐藤 トシの下に、佐藤タクシーい … 62-2204 十三

広告スバル相内支店の下に、スナック優雅 …・62-3586 脇元

《追

く正誤表》

誤 正

表紙広告

裏 表 紙 治神沼 明神沼

敏晴 敏春

越野 定雄 越 野 定義

広告スバル相内支店

中島製材所   FAX 62-2127

花島繁 (板金)  62-2485
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８６０
人
が
健
康
チ
エ
ツ
ク

総
合
健
診

『
一
日
ド
ツ
ク
』

総
合
健
診
ヨ

ロ
ド
ッ
ク
」
が
、
四

月
九
日
ヽ
十
三
日
ま
で
海
洋
セ
ン
タ

ー
体
育
館
で
行
わ
れ
、
村
民
八
百
六

十
人
が
各
種
健
診
を
受
診
し
ま
し
た
。

一
日
ド
ッ
ク
は
、
平
成
五
年
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
九
年
目
。
す
べ
て

の
健
診
が
、　
一
日
で
受
診
で
き
る
と

あ
っ
て
、
年

一
回
の
健
康
チ
エ
ッ
ク

と
し
て
、
村
民
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
胃
、
肺
、
大
腸
な
ど

の
検
診
を
は
じ
め
と
す
る
、
七
健
診

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
健

診
で
は
、
胃
、
肺
、
骨
密
度
、
基
本

札
幌
・よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
ま
つ
り
に

商
工
会
青
年
部

ｏ
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

上
ノ
国
町
天
龍
風
神
チ
ー
ム
と
含
同
出
演

健
診
の
四
健
診
で
、
こ
れ
ま
で
の
最

高
受
診
者
を
記
録
す
る
な
ど
、
会
場

は
、
早
朝
か
ら
、
受
付
を
待
つ
受
診

札
幌
市
で
行
わ
れ
る

「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
ま

つ
り
」

に
、
こ
の
た
び

村
か
ら
商
工
会
青
年
部
と
グ
リ
ー
ン

ク
ラ
プ
の
合
同
チ
ー
ム
十
五
人
が
、

北
海
道
上
ノ
国
町
の
天
龍
風
神
チ
ー

ム
と
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
〔

今
年
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
ま

つ

の
日
程
で
過
去
最
高

の
四
百
八
チ
ー

ム
、
約
四
万

一
千
人
の
参
加
が
予
定

さ
れ
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
。

青
年
部
と
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
の
合

者
の
長

い
列
が
続

い
て
い
ま
し
た
．

ま
た
、
最
終
日
の
寿
健
診
で
は
、

食
生
活
改
善
推
進
員
会

（松
本
方
子

会
長
）
に
よ
る
、
朝
食
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
七
十
歳
以
上
の
受
診
者
に
、

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
上
ノ
国
町

へ
出
向
き
、
天
龍
風
神
チ
ー
ム
と
の

合
同
練
習
や
、
地
元
で
毎
晩
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
上
ノ
国
町

か
ら
の
出
演
者
は
六
十
人
で
、
総
勢

七
十
五
人
の
出
演
と
な
る
〕

商
工
会
青
年
部
の
成
田
武
司
部
長

は
、
「
踊
り
は
、
結
構

ハ
ー
ド
ら
上

ノ
国
町
の
天
龍
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
と
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

い
」

子
代
表
も

「
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
十
三
分
に
発
揮
し
踊
り
を
楽
し

ん
で
き
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い ▲「今日の検査はこれで終りです」

睡菫盟 十三湖司園まつり圃目のあ知らせ
村の歴史と文化、特産品、郷土芸能などアピー

ルし、rfl光客誘致とふるさと意識を高め、活性化

を図ることを目的とする十三湖高原駅まつりは、

今年は第 4回 目の開催とな l,ま す。

十三湖高原駅まつ り実行委員会では、出店を募

集しています。出店を希望される方は、実行委員

会事務局 (役場建設課)ま で連絡下さるようお願

1.開催日

平成 13年 8月 25日 (土 )
8月 26日 (日 )の 2日間

2.場 所

道の駅十三湖高原

3.お問い合わせ

役場建設課 862-2111

-479-
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目
区
日
■
■

私
た
ち
が
生
活
す
る
市
浦
村
に
は
、

た
く
さ
ん
の

「遺
跡
」
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
遺
跡
と
は
、
私
た
ち
の
先

祖
が
残
し
た
生
活
跡
の
こ
と
で
す
。

主
に
地
下
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
「埋
蔵
文
化
財
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

特
に
市
浦
村
は
、
中
世

（鎌
倉
ヽ

室
町
時
代
）
の
頃
に

「十
三
湊
」
と

呼
ば
れ
る
北
日
本
屈
指
の
湊
町
と
し

て
栄
え
、
在
地
の
豪
族
　
安
藤
氏
が

支
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

た
く
さ
ん
の
安
藤
氏
に
関
連
す
る
中

世
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
浦
村
で
は
現
在
、

「安
藤
文
化
の
ふ
る
さ
と
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
十
三
湊
遺
跡
の
学

術
調
査
を
行
い
、
国
の
史
跡
指
定
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

今
回
か
ら
、
市
浦
村
に
残
さ
れ
た

遺
跡
を
中
心
に
、
市
浦
村
の
歴
史
と

文
化
、
先
人
の
暮
ら
し
振
り
を
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い

Ｅ
目
日
■
■

十
三
湊
は
今
か
ら
八
百
年
ヽ
五
百

五
十
年
前
の
中
世

⌒鎌
倉
～
室
町
時

代
）
の
頃
、
日
本
海
交
易
の
拠
点
と

な
る
北
日
本
を
代
表
す
る
港
湾
都
市

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

「
廻
船
式
日
」
と
い
う
法
律
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
，
こ
れ
は
中
世
の
日

本
各
地
の
海
上
で
生
ま
れ
た
廻
船

・

運
送
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
を

安
藤
氏
に
関
す
る
系
図
は
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
後
世

の
人
が
自
家
の
正
当
性
を
主
張
す
る

た
め
に
、
美
化
し
た
り
、
或
い
は
脚

色
し
た
も
の
が
多
く
、
正
し
い
系
譜

を
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

し
か
し
、
安
藤
氏
は
他
の
豪
族
と
は

異
な
り
、
ど
れ
も

「安
日

・
安
倍

氏
　
高
丸
」
な
ど
蝦
夷
の
系
譜
を
引

く
も
の
と
し
て
、
自
家
を
位
置
づ
け

て
お
り
、
自
ら
北
方

・
蝦
夷
支
配
の

正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
特
異
な
豪

族
で
す
。

Ｅ
目
隔
爾
ロ

十
三
集
落
の
す
べ
て
が
遺
跡
の
範

は
遺
跡
の
上
で
暮
ら
し
て
い
る
三
言

え
ま
す
　
ま
た
、
民
家
の
裏
手
に
あ

る
畑
の
下
に
も
遺
跡
が
眠
っ
て
い
る

よ
＜
民
家
の
裏
庭
を
掘
り
起
こ
し

た
０
す
る
と

「瀬
戸
物
」
な
ど
が
見

つ
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
私
た
ち
が

遺
跡
の
中
で
生
活
し
て
い
る
か
ら
で

「な
ぜ
十
三
は
か
つ
て
栄
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
？
」
当
然
、
皆
さ
ん
の

中
に
は
、
こ
う
し
た
疑
間
を
抱
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
現
在
の
津

軽
地
域
の
都
市
と
言
わ
れ
る
町
を
思

い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、

弘
前
市

・
青
森
市

・
五
所
川
原
市

・

黒
石
市
と
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
都
市
は
江
戸
時
代

以
降
に
発
展
し
て
で
き
た
町
で
あ
り

歴
史
の
大
き
な
流
か
ら
す
れ
ば
、
こ

こ
四
百
年
ほ
ど
の
繁
栄
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
各
時
代
に
よ
っ

て
、
地
域
の
拠
点
と
な
る
場
所
が
変

化
し
、
移
動
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
ま
ず
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。
す
べ
て
の
遺
跡
に
は
、
そ
れ

十
三
湊
遺
跡

が
存
在
し
た
歴
史
的
な
背
景
や
地
理

的
要
因
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
三
湊
が
繁
栄
し
た
背
景
に
は
当

時
の
船
舶
を
中
心
と
し
た
交
通
体
系

が
あ
つ
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
津

軽
平
野
を
流
域
と
す
る
岩
木
川
の
河

口
に
位
置
す
る
十
三
湊
は
材
木
や

米
　
鉄
な
ど
の
物
資
が
集
ま
る
好
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

次
国
か
ら
は
発
掘
調
査
で
明
ら
か

と
な
っ
て
き
た
十
三
湊
の
様
子
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
責
　
市
浦
村
教
育
委
員
会
学
芸
員

榊
　
原
　
滋
　
一局

今月号から市浦村の埋蔵文化

財・十三湊遺跡を掲載してい

きます。

f十三湊Jとは、発撮調査の

これまでの成果は…

-479
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三
月
二
十
五
日
、
そ
れ
は
ぼ
く
の

出
発
の
日
で
す
。
何
の
出
発
か
と
い

う
と
、
グ
ァ
ム
ヘ
の
出
発
で
す
。
ま

ず
、
空
港
へ
行
き
ま
し
た
．
飛
行
機

く
し
ま
し
た
。
飛
行
機
に
乗
っ
て
、

五
分
く
ら
い
し
た
ら
、
耳
が

「プ
ッ
」

と
な
っ
て
音
が
聞
え
に
く
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら

一
時
間
く
ら
い
し

て
、
東
京
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

出
港
場
所
へ
行
き
ま
し
た
。
名
札
を

も
ら
っ
た
後
、
船
に
乗
っ
て
自
分
の

部
屋
へ
行
き
ま
し
た
。
と
、
そ
こ
へ
、

部
屋
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
ま
し
た
。
い

き
な
り
ど
つ
か
れ
る
と
思
っ
た
け
ど
、

こ
う
し
て
は
く
の
船
の
旅
が
始
ま

り
ま
し
た
。　
一
日
目
、
自
分
は
、
絶

対
に
酔
わ
な
い
つ
も
り
で
し
た
が
、

夜
に
ゆ
れ
が
強
く
な
り
、
み
ん
な
が

働
ブ
ル
！
シ
ー

・
ア
ン
ド

・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
（Ｂ
＆
Ｇ
）
で
は
洋
上

研
修
や
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を
通
し
て
、
人
類
と
海
の
関
わ

り
「海
」
「船
」
に
対
す
る
理
解
と
知
識
を
習
得
さ
せ
よ
う
と
、
小

・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
海
洋
体
験
学
習
「海
外
体
験
ク
ル
ー
ズ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
六
日
か
ら
十
日
間
に
わ
た
り
、
グ
ァ
ム
を
寄
港
地
と
し
た
洋
上

研
修
に
、
当
村
か
ら
、
若
山
和
希
く
ん
（市
浦
小
六
年
）
が
参
加
し
ま
し
た
の

で
、
体
験
航
海
記
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

六
日
目
の
日
に
、
パ
ン
ツ
だ
け
で
、

ね
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
八
日
目
は
、

風
邪
は
治
っ
た
と
思
う
け
ど
、
ち
ょ

っ
と
ノ
ド
が
い
た
い
で
す
。
九
日
日

は
先
生
方
た
ち
と
お
別
れ
会
を
し
ま

し
た
。
十
日
日
、
い
よ
い
よ
こ
れ
が

最
後
で
す
。
友
達
か
ら
、
住
所
や
電

話
番
号
を
教
え
て
も
ら
つ
て
荷
物
を

持
っ
て
船
を
出
ま
し
た
。
そ
の
後
、

飛
行
機
に
乗
っ
て
、
自
分
の
家
に
帰

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
や
つ
ぱ
り
家

が

一
番
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し

て
は
く
の
、
十
日
間
の
旅
が
終
り
ま

し
た
。
こ
の
ク
ル
ー
ズ
で
は
く
が
、

学
ん
だ
事
は
、
自
分
ぐ
ら
い
は
い
い

だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
や
め
、

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
の
た

で
あ
り
自
然
と
共
存
し
、
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
と
て
も
い
い
旅
で
し
た
。

地域つ0り   り
パOKりば生涯単習

▲参加者と記念撮影 (写真中央が和希 くん)

者編者名

◆新刊情報
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海
水
は

『ミ

プ
」
と
呼
ば
れ

種
多
様
な
元
素

が
バ
ラ
ン
ス
良

く
溶
け
込
ん
で

『海
藻
」
は
、
そ
の
ミ
ネ
ラ
ル
ス

ー
プ
の
中
で
栄
養
素
を
吸
収
し
、
光

合
成
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成
長
し
ま

す
。　
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
海
藻
は
、　
一

〇
、
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
海
水
と
同

等
の
栄
養
値
を
持
つ
と
も
い
わ
れ
、

数
十
種
類
に
及
ぶ
ミ
ネ
ラ
ル
、
必
須

ア
ミ
ノ
酸
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
群
、
植

物
フ
ロ
テ
イ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
た
汚
染
物
質
を
含
ま
な
い
海
藻

は
世
界
で
も
大
変
希
少
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
海

藻

（テ
ル
ム
マ
ラ
ン
で
使
用
し
て
い

ま
す
）
は
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
お
り
、
沿
岸
か
ら
幅

一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
広
が
る
海
藻
原
は
、
ま
さ
に

″海
の
恵
み
″
そ
の
も
の
で
す
。

海
藻
成
分
の
着
目
す
べ
き
要
素
は
、

野
菜
な
ど
と
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
が
極
め
て
豊
富
な
こ
と
、
特

徴
的
な
多
糖
類
が
豊
富
に
含
ま
れ
る

こ
と
で
す
。

海
藻
は
、
大
変
古
く
か
ら
食
用
を

中
心
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（日
本
に
お
い
て
は
貝
塚
や
泥
炭
の

遺
跡
か
ら
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
約

一
万
年
前
の
新
石
器

時
代
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
）

近
年
、
美
容
効
果
を
有
す
る
化
学

成
分
の
解
明
や
、
海
藻
か
ら
の
抽
出

物
が

″
ベ
ト
つ
か
な
い
″
性
質
と
高

粘
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

化
粧
品
へ
の
配
合
も
改
め
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

太
古
の
昔
か
ら
激
変
す
る
環
境
に

対
応
し
な
が
ら
生
き
長
ら
え
て
き
た

海
藻
に
は
、
人
の
身
体
を
、
内
側
か

ら
も
外
側
か
ら
も
支
え
て
く
れ
る
パ

ワ
ー
が
存
在
す
る
の
で
す
。

特
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
配
合
さ

れ
て
い
る
海
藻
の

″ラ
ミ
ナ
リ
ア
デ

ジ
タ
ー
タ
″
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方

の
特
有
の
コ
ン
ブ
類
で
あ
り
、
ヨ
ー

ド
の
合
有
量
は
他
の
海
藻
類
と
比
較

し
て
も
多
く

（
フ
ー
カ
ス
の
約

一
・

五
倍
）
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
含

有
量
の
多
さ
の
た
め
に
、　
一
九
九
〇

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
食
品
市
場
で
認
定

さ
れ
た
基
準
か
ら
外
れ
、
認
可
さ
れ

な
か
っ
た
程
な
の
で
す
。
ま
た
そ
の

他
の
微
量
元
素
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
る
こ
と
や
、

ア
ル
ギ
ン
酸
な
ど
の
粘
質
物
な
ど
も

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

肌
細
胞
へ
の
代
謝
刺
激
を
含
め
た
賦

活
作
用
や
親
和
性
に
よ
る
、
う
る
お

い
、
ツ
ヤ
、
ハ
リ
を
肌
に
も
た
ら
す

効
果
が
特
に
高
い
海
藻
な
の
で
す
。

六
月
二
十
三
日
に
は
、
新
商
品

「セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
ク
リ
ー
ム
五
〇
潔
／

四
、
五
〇
〇
」
、
「セ
ン
シ
テ
イ
プ
マ

ス
ク

一
〇
〇
潔
／
四
、
〇
〇
〇
」も
発

売
さ
れ
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
ス
キ

天
候
が
不
安
定
な
こ
の
季
節
に
は
、

お
肌
も
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
が
ち
で

す
。
敏
感
に
な
り
が
ち
な
お
肌
を
鎮

静

・
保
護
し
て
、
本
来
の
機
能
を
高

め
て
抵
抗
力
の
あ
る
肌
へ
と
近
づ
け

海
の
恵
み
か
ら
生
ま
れ
た
ス
キ
ン

ケ
ア
商
品
で
、
い
つ
ま
で
も
お
肌
を

み
ず
み
ず
し
く
イ
キ
イ
キ
と
保
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
入
浴
剤
に
も
ス
キ
ン
ケ
ア
シ

リ
ー
ズ
同
様
、
た
っ
ぶ
り
の
ミ
ネ
ラ

ル
が
言
ま
れ
て
い
ま
す
。
女
性
だ
け

で
な
く
男
性
の
方
も
是
非

一
度
、
利

用
し
て
み
て
下
さ
い
。
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海
と
山
と
湖
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
で
古
い
歴
史
あ
る
市
浦
村
。
平
成

十
年
四
月
か
ら
市
浦
消
防
署
に
三
年

間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
を
迎
え
て
く
れ
た
高
松
村
長
を

始
め
、
消
防
職
員
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
こ
た
え
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
と
に
か
く
市
浦
村
の
住
民

に
な
り
き
っ
て
、
「
で
あ
い
・
ふ
れ

あ
い
・
か
た
り
あ
い
」
か
ら
始
め
よ

う
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
第

一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

幸

い
市
浦
村
に
は
、
た
く
さ
ん
の

知
人
が
い
た
の
が
心
強
か

っ
た
。

通
勤
途
中
、
十
三
湖
高
原
か
ら
見

ま
で
、
市
浦
消
防
署
長
を
務
め
定
年
退

り
　
相
内
の
ね
ぶ
た
ま
つ
り
と
坊
様

お
ど
り

・
十
三
の
砂
山
ま
つ
り

・
脇

元
岩
木
山
神
社
大
祭
　
十
三
湖
高
原

ま
つ
り
等
。
そ
の
外
、
姫
神
十
三
湖

コ
ン
サ
ー
ト
、
文
化
人
の
公
演
会
も

関
東
地
区
の
ふ
る
さ
と
市
浦
会
は

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
私
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

会
で
幼
な
友
達
の
脇
元
出
身
の
成
田

俊
夫
さ
ん
と
は
、
東
京
で
約
三
十
八

年
ぶ
り
に
偶
然
会
う
こ
と
が
で
き
感

激
し
ま
し
た
。

地
域
の
行
事
、
会
合

・
学
校
等
の

行
事
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

貴
重
な
体
験
と
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら

ま
た
、
あ
す
を
拓
く
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
に
は
関
係
機
関
の
ご
協
力
で
消

防
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
幼
年
消
防

ク
ラ
プ
の
消
防
車
両
の
図
画
、
小
、

中
学
生
の
防
火
標
語
の
作
品
を
掲
示

し
、
地
域
住
民
に
防
火
意
識
の
高
揚

を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
し
、
消

防
団
、
各
団
体
等
へ
の
救
急
法
の
指

導
、
消
防
団
員
と
職
員
の
交
流
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
、
新
入
団
員
の

一
日
消
防
士
体
験
入
署
も
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
み
な
職

員
の
協
力
が
な
く
て
は
出
来
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
「
目
標
あ
る
と
こ

ろ
に

・
行
動
あ
り
、
行
動
あ
る
と
こ

ろ
に

・
成
果
あ
り
、
成
果
あ
る
と
こ

ろ
に
　
喜
び
あ
り
」
こ
れ
は
高
松
村

長
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
ど
お

り
に
職
員
共
々
、
努
力
を
し
ま
し
た

が
目
標
の
半
分
も
達
成
で
き
な
か
っ

た
が
、
で
き
た
成
果
を
職
員
と

一
緒

に
喜
び
を
分
か
ち
あ
っ
た
こ
と
を
思

村
財
政
の
非
常
に
厳
し
い
中
で
、

救
助
機
材
の
購
入
、
庁
舎
屋
根
ト
タ

ン
の
張
替
え
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
購
入

（八
月
末
頃
納
車
予

定
）
を
し
て
い
た
だ
き
、
村
当
局
に

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

任
務
中
、
数
件
の
火
災
と
十
三
湖

で
の
遭
難
事
故
、
海
難
事
故
、
山
岳

遭
難
事
故
、
交
通
事
故
等
幾
多
の
災

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
当
局
を
始

め
、
消
防
団
、
幼
少
年
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
等
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
協

力
で
、
大
過
な
く
任
務
を
終
え
た
今

は
、
安
堵
の
気
持
ち
で
い
ま
す
。

夫
婦
会
員
に
な

っ
て
お
り
ま
す

が
、
時
々

「し
ヽ
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」

に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
は
署
長
で
な

い
の
に

「署
長
も
き
て
ら
が
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
方
々
と
の
、
語
り

あ
い
が
楽
し
み
で
す
。
親
し
い
方
が

た
く
さ
ん
出
来
た
の
が
、
私
の
こ
れ

か
ら
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

例
年
、
山
菜
採
り
の
た
め
、
た
く

さ
ん
の
愛
好
者
が
山
に
入
り
、
遭
難

や
滑
落
事
故
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま

慣
れ
た
山
で
あ
っ
て
も
油
断
は
禁

物
で
す
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
入
山
の
際
は

ｏ
家
族
に
行
く
場
所

（お
お
ま
か
で

結
構
）
帰
宅
予
定
時
間
を
伝
え
て

ｏ
携
帯
電
話
、
予
備
食
、
雨
具
、
ラ

イ
タ
ー
程
度
は
持
ち
ま
し
ょ
う
。

※
遭
難
し
た
と
き
は
、
連
絡
の
遅
れ

が
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

携
帯
電
話
で
の
通
報
に
よ
る
救
助

事
例
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
山

岳
地
帯
で
も
高
い
場
所
や
、
条
件

の
良
い
所
で
は
通
話
で
き
る
場
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
持
参
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
目
立
つ
服
装
を
し
、
で
き
る
だ
け

複
数
の
人
数
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
山
岳
遭
難
の
救
助
活
動
は
、
早
期

発
見
及
び
二
次
災
害
を
防
止
す
る

た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
有
効
的

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

上
空
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
く
す
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
目
立
つ
服
装

で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

★
週
難
し
て
し
ま

っ
た
ら

ｏ
む
や
み
に
歩
き
回
る
と
体
力
も
消

耗
し
、
発
見
も
遅
れ
ま
す
。

ｏ
特
に
日
没
後
の
行
動
は
危
険
で
す
。

安
全
な
場
所
で
救
助
を
待
ち
ま
し

ｏ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
え
た
ら

広
い
場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
り

合
図
す
る
。

楽
し
い
山
菜
採
り
で
す
が
、
遭

難
及
び
事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け

★
消
防
署
か
ら
の
お
願
い

「火
災
現
場
付
近
へ
の
　
　
　
．

立
ち
入
り
禁
止
に
つ
い
て
」

火
災
現
場
付
近
に
は
多
く
の
危
険

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
炎
や
煙
が
吹
き

よ
り
、
思
わ
ぬ
被
害
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

火
災
現
場
で
は
消
防
隊
員
、
警
察

官
の
指
示
に
従
う
よ
う
お
願
い
し
ま

博
厳神燿劉
掛拠
鷲
雛
爆
寄稗
毎̈
描

市

浦

村

で

の

三

年

一̈　　　　　疑蜀

誦
刑
炒
踵

最
後
に
市
浦
村
の
益
々
の
ご
発
展
　
¨

趾̈̈
一̈】̈』̈「ぉ祈り申　一

―
―
―
―
―
ミ
ー
ミ
ー
ー
ー
ー
ー
し

山
菜
擁
り
で
の
事
豊
に́
注
意
を

た
事

と
救

尋

・
救
一助‐
．は
二
■

た

番

消

一防

丁

一ネ

上

卜

一
ワ

ク

480-
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今年も日午年に引き続き、市浦ヽ蟹田間を結ぶ観光路線バス「新 やまなみ号」が 7月 18日 から運行されます
=

生活線として、観光路線として、村民のみなさんのこ利用をお願いしますこ
新 やまなみ写のi亜行概要は 卜記のとお l夕 です

◆運 行 期 間  平成13年 7月 18日因～平成i3年 8月 26日 (40日間)
◆利 用 料 金  片道500円 (中学生以下半額)、 フリー乗降
◆運 行 経 路  市浦村～蟹田町
◆運行発着時間

往 :十三公民館～ドライブイン不0歌山～ゆとりの駐車帯(3泉 )～

～」R蟹田駅 《JR接 続》0青森万面 9:18(はつかり)9:27(普通)
9i05          o函 館方面 9:45(快速 )

復 :」 R蟹田駅～ゆとりの駐車帯(今泉)～ ドライブイン不0歌山～十三公民館～し～うらんど海遊館

往 :し～うらんど海遊館～十三公民館～ドライブイン和歌山～ゆとりの駐車帯(つ泉)～

～」R駅蟹田  《JR接続〉 o青森方面 14:09(快速 )
14:05         o函 館方面 14:23(快速 )

復 :」 R蟹田駅～ゆとりの駐車帯 (今泉)～ ドライブイン不0歌山～十三公民館
18116

※i[式 な、接続ダイヤ等の詳細については毎戸配布いたします :

-480-



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成1361現在

磯   松

【一般曹候補学生】
平成14年 4月 1日 現在、18歳 以上24歳未満の男女
(昭 和53年 4月 2日 ～昭和59年 4月 1日 までの間に
生まれた方 )

◆試験日
1次 :9月 16日 lB)
2次 :1次試験合格者について行います。
【曹候補士】
平成14年 4月 1日 現在、18歳 以上27歳未満の男女
(昭和50年 4月 2日 ヽ昭和59年 4月 1日 までの間に
生まれた方)

◆試験日
1次 :9月 16日 (日 )
2次 :1次試験合格者について行います。
【航空学生】
平成14年 4月 1日 現在、高校卒業者 (14年 3月

卒業見込みの方含む)で 18歳以 上21歳 未満の男女
(昭和56年 4月 2日 ヽ昭和59年 4月 1日 までの間に
生まれた方 )

◆試験日
1次 :9月 22日出
2次 :1次試験合格者について行います。
3次 :1次試験合格者について行います。
【2等陸・海・空士】
平成14年 4月 1日 現在、18歳以上27歳未満の男女
◆試験日
男子 :9月 19日∞・20日 lAl
女子 :9月 25日 ω・26日 ∞
◆受付期間
平成13年 8月 6日 ヽ9月 7日 まで (締切日必着)
>お問い合わせ
自衛隊青森地方連絡部 五所川原募集事務所

～あなたの声で麟Kあおもり新時制 を～
◆応募資格 県内に在住する満18歳以上の方 (但 し、
議員、教育・医療機関係以外の公務員、県政モニ
ターなどの方を除く)
◆募集人員 25人程度
◆委嘱期間 2年間
◆仕  事 委員会等出席 (年 5回程度)
◆謝 ネL等 記念品及び委員会等出席旅費
◆応募方法 ハガキに、住所、氏名(フ リガナ)、 性

別、生年月日、職業、電話番号、応募
理由、 (県政に対する意見)を記入の上、

青森県政策推進室あてに郵送してくだ

◆応募締切 7月 19日閑
◆郵 送 先
〒0308570 青森県政策推進室
※郵便番号を記載すれば、住所は記載不要
>お問い合わせ
県政策推進室 8017-734-9138

税金に関する悩みや疑間はありませんか。「税務、
経営相談」をご利用ください。
★青色申告するには。★一時所得とは.★雑所得
とは。★譲渡所得の計算方法は。★法人成りについ
て。★贈与税。★相続税。★消費税など専門の税理
士がお手伝いします。
◆日 時 毎月第 2・ 4木曜日

午前10時 ～12時 まで
◆場 所 市浦村商工会 862-2232

◎
Ｏ
⑤
③

村

で
も
、
Ｉ
Ｔ
講
習
が
八
月
か
ら
始
ま

る
予
定

で
す
。

Ｉ
Ｔ
と
は
、
情
報
通
信
技
術

（イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
略

称
。先

日
、
友
人
が

「
Ｉ
Ｔ
講
習

っ
て
イ

ン

タ
ー
ネ

ツ
ト
の
こ
と
だ

べ
？
」
、
「
似
だ
ん

た
も
ん
だ
」
と
思
わ
ず
回
答
。

い
ろ
ん
な
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
。
八
月
か
ら
始

ま
る
Ｉ
Ｔ
講
習
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
言
一不
）

島者制齢６ヽ５

1非 着 用 死 者

県内の交通事故概況



歯

0

籠

凛

皆
さ
ん
は
、
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

六
月
四
日
～
六
月
十
日
ま
で
の

一
周

間
は

「歯
の
衛
生
週
間
」
と
な
っ
て

お
り
、
医
師
に
よ
る
無
料
検
査
等
が

行
わ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
皆
さ
ん
に

「歯
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
得
て
も
ら

っ
て
、
予
防
す
る
こ
と
か
ら
歯
の
健

康
を
保
ち
八
〇
歳
ま
で
に
二
〇
本
の

歯
を
残
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と

―
コ
置
ほ
大
切
いに
２
１

歯
の
大
き
さ
は
体
全
体
の
中
で
は
、

と
て
も
小
さ
な
存
在
で
す
が
、
そ
の

役
割
は
と
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
「歯
」
が

及
ぼ
す
全
身
的
作
用
は
残
念
な
が
ら

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

歯
は
、
表
Ａ
の
よ
う
な
役
割
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
歯
を
な
く
す
こ
と

は
そ
の
役
割
も
な
く
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
全
【国
猥
盪
り
殷
嘉
警
撥

表
Ｂ
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

一
歳
六
ヶ
月
児

・
三
歳
児
に
お
け
る

む
し
歯
の
有
病
率
は
全
国
に
比
べ
高

く
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
だ
け
で
な
く
、
五
〇

歳
以
上
の
約
半
分
は
む
し
歯
と
歯
周

病
で
総
義
歯

（入
れ
歯
）
に
な
る
な
ど
、

大
人
に
お

い
て
も

「歯
周
疾
患
」
は

全
国
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
３
と
な

っ
て

―
予

防

と

轟
笛
蓉

目

る
。
（歯
石
除
去
を
半
年
に

一
回
は
、

病
院
等
で
行
う
）

２
．
夏
場
は
体
力
低
下
で
歯
ぐ
き
が

腫
れ
や
す
い
の
で
、
マ
メ
に
歯
み

が
き
を
す
る
。

３
．
爪
楊
枝
で
の
汚
れ
落
と
し
は
、

逆
に
人
工
的
炎
症
を
お
こ
し
歯
ぐ

き
が
弱
く
な
る
の
で
行
わ
な
い
。

（口
臭
の
原
因
と
も
つ
な
が
る
）

４
．
食
後
二
〇
分
以
内
に

「歯
み
が

き
」
す
る
習
慣
を
つ
け
る

５
。
歯
プ
ラ
シ
の
動
か
し
方
五
〇
％
、

う
が
い
五
〇
％
、
同
じ
位
に
大
事

な
こ
と
に
気
を
付
け
効
果
的
な
歯

み
が
き
と
す
る
。

健
康
な
歯
と
歯
ぐ
き
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
継
続

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
子
供
だ
け
で
な

く
大
人
も
大
事
な
健
康
管
理
で
す
。

家
族
全
員
で
考
え
て
み
る
こ
と
を
お

誕

生
輝

（脇
元

成

（相
内

玖

（相
内

奈

（脇
元

賀

（相
内

▼
ご

結

婚哉

（十
　
一こ

江

（中
　
里
）

樹

（相
　
内
）

智
子

（岩
　
手
）

昭

⌒八
　
一巳

織

（脇
　
一匹

也

（木
　
造
）

代

（十
　
一こ

人

（太
　
田
）

子

（群
　
馬
）

一

（五
所
川
原
）

子

（脇
　
一匹

暁

⌒車

力
）

子

（相
　
内
）

▼
お
く
や
み

リ
サ
子

（磯
松
）
６０
歳

義
　
夫

（相
内
）
７．
歳

テ
ツ
子

（十
三
）
６８
歳

嘉
志
雄

（磯
松
）
７０
歳

昭
　
彦

（十
三
）
６２
歳

高 煤 竹 中 天 工 梶 福 桑 間 菊 秋 中 相

田 田 谷 川 沼 藤 浦 士 野  池 谷 村 川

治  順 潤 米 秀 昌 竹 砂 英 美 正 好 雅

中 田 藤 和 田
▼

彪 :麗
れ璃り孝号大[お

幸 博 和 輝 隆

濱 山 有 山 秋

●よく噛む事により、筋肉が充

●唾液の中には、酵素という重

要な働きをする物があり、分

●睡液の出が悪いと、消化吸収

も悪くなり必要な栄養を、取

●唾液の中には、発がん物質を

分に働き睡液腺が刺激され、

消す役目があります。

よく睡液が出ます。

解や消化に役立つ。

り込めない。

青森県の子供たちの歯科事情
子供一人あたり何本の虫歯があるか

IIIIIII


